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発電用原子炉施設の廃止措置計画の具体化を図る際に重要となる廃止措置時の安全評価手法について、

原子力学会標準として整理することの目的及び意義について述べる。 
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1. 緒言 

 2014 年 8 月に設置された、総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会原子力小委員会の「原子力

の自主的安全性向上・技術・人材ＷＧ」において軽水炉安全技術・人材ロードマップ策定の必要性が示さ

れた。これを受け原子力学会の「安全対策高度化技術検討特別専門委員会」において、具体的な軽水炉安

全・人材ロードマップの検討が開始され、廃止措置分野においても作業部会を設置して精力的に検討が行

われた。この結果、2015 年 5 月に報告書がまとめられた。この中で、廃止措置計画の構築方法の確立が短

期的課題として抽出されており、技術的に重要な個別課題として安全評価手法の整備が挙げられている。 

2. 標準化の目的 

廃止措置計画時に実施する安全評価は次のとおり行われる。 
（１）廃止措置中の周辺公衆の平常時及び事故時の被ばく線量を事前に評価し、廃止措置工事＊が周辺公

衆に過度の被ばくを生じさせないことを示す。 
（２）廃止措置工事＊に従事する者（作業従事者）の被ばく線量を事前に評価し、作業従事者に過度の被

ばくを生じさせないことを示す。 
（３）廃止措置工事＊において作業従事者の労働安全が確保されることを示す。 

（＊除染工事、解体工事及び廃棄物の処理並びにこれらに関連する事項を総称して廃止措置工事という）、

これらの事項を実施するために必要な要件を国際的な動向も踏まえ取りまとめ原子力学会標準として制 

定することで、我が国の廃止措置時の安全評価手法を国際的にも遜色なく、施設のリスクレベルに応じた 

ものにするとともに、この標準を規制手続きにも利用することを目指す。 

3. 標準化の意義 

安全評価手法を標準化することにより、今後の廃止措置作業をより安全かつ合理的に実施できるととも

に、本格的な解体工事前の廃止措置計画変更認可申請が効率的に実施できると考えられる。また、事業者

が廃止措置工事計画及び費用の最適化を図る際、工事計画の妥当性検証の判断で標準を用いることが可能

となる。 
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